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【 資 料 第 １ 号 】 

総務部危機管理課  

 

令和３年度危機管理対応訓練の実施結果について 

 

１ 災害対策本部運営訓練 

（１） 目  的 

「文京区地域防災計画」、「文京区職員防災行動マニュアル」及び「文京区事業継 

続計画【震災編】」等に基づき、勤務時間内に首都直下地震が発生したことを想定し、 

災害対策本部編成員を対象に災害対策本部運営訓練を行い、職員の危機管理能力の向 

上を図ることを目的とする。 

（２） 訓練概要 

  ア 実施日時 

    令和３年１２月１４日（火）午後１時３０分から午後３時まで 

  イ 実施場所 

    文京シビックセンター２６階 スカイホール 

  ウ 訓練内容 

東京湾北部を震源とする最大震度７（文京区は、最大震度６強）の地震が冬季の 

勤務時間内に発生したとの想定で、医療救護部を除く災対各部の部長及び部長補佐 

を中心に、災害対策本部運営訓練を実施した。訓練は、「初動対応手順の確認訓練」、 

「災害対策本部会議の運営訓練」及び「条件付与型の災害対応訓練」の３部構成と 

した。 

  なお、訓練は、実施時間及び参加者の規模を縮小する等の新型コロナウイルス感  

染症対策を講じた上で実施した。 

(ア) 訓練 1 初動対応手順の確認訓練 

災対各部が発災期（発災直後から３時間後）から初動期（３時間から７２時間）の早い

段階において、災害対策本部からの指示がなくても着手する行動を示した「すぐやるリス

ト」等について理解を深める訓練を実施した。 

(イ) 訓練２ 災害対策本部会議の運営訓練 

訓練1を踏まえ、災害対策本部会議において、災対各部の部長から現状等の報告を行う

ことで、情報共有を図る訓練を実施した。 

(ウ) 訓練３ 条件付与型の災害対応訓練 

情報付与書に従い、災対各部ごとに対応を検討する訓練を実施した。 

（３） 参加者（４１人） 

ア 区長、副区長、教育長     ３人 

    イ 災対各部部長及び部長補佐等 ２７人 

    ウ 防災課職員          １１人 



2 

 

２ 災害時受援応援計画に関する研修 

（１） 目 的 

大規模災害の発生時において、外部からの支援を迅速かつ的確に受け入れるため、

受援に関する受入体制と手続の流れ、受援調整会議の役割・手順等の習熟を図ること

を目的とする。 

（２） 訓練概要 

   ア 実施日時 

令和３年８月２５日（水）午後２時から午後３時まで 

イ 実施場所 

文京シビックセンター地下１階 アカデミー文京レクリエーションホール 

   ウ 訓練内容 

     講義形式により、令和３年３月に策定した文京区災害時受援応援計画を周知徹底した。 

（３） 参 加 者 

医療救護部を除く災対各部の受援担当者 ３６人 


